
分割脳アカゲザルによる学習セ ットの両眼間

転移の研究1)

LiJ'ミ 一雄 (間際2E何故大 ･孜凝)

三本 広子 (同 上)

田中 正文 (同 上)

日 的

[朋消変速線維の切離により,祝党弁別学習の丙限IEl偲

捗が阻岱されることは広く認められてきたoLかし,皮

役逆転'-7=田(帆17兆IL7]利用研究)では逆転学習セットの

吃捗が7T<唆された｡そこで学習セット(LS)問題を用

い.[耶介的介'.f;lJ脳手術を施し,課題脈決の方略の変動か

ら,LS の形成と的限r;l】転移の神経学的対応を求めるこ

とを訳みる0

万 法

被駅作 :休誼2.4-4.5kgのアカゲザル4匹｡リ15かい

は食飢制限により休盃の900/Oを維持｡'J.Ll,Ill.'j･モソキー･チ

ェア一に固定｡

手術 :全被駄作の祝交笈を歌口韮側より正中繰上で切

離｡次に1匹は脳穴と前交述, 1匹は脳染,他の2四は

前交過と genu田は たは splenium 邦を除く脳栗の他の

部分を離した.

(aAli匠:50×50mmの刺放 ･反応パネルが左右に配位さ

れた自動式升別学田洪旺o報酬は干ぶどう.刺政は明隅

の外に8色｡LS間跡 ま28組の組み合わせを叔作為に迅

び山す｡

突放ガ払:左限により1セッシ王ソ60訳行 をlE]2

回,5セッツョソ掛こ右眼による転移皮の測定｡打,rl週
は任セッツチソ1問題60試行,耶2遇は3問題各20試行,

約3-6遇は6問題各10試行oLSの相原として,正訳

反応のJtクーソのlJl,快適耶決に和効な方略(win-stay,

lose-shift)の生起率を求む｡

結果と考察

部分的分捌脳手術を受けた3匹は,I:11円初期に両眼問

転移をまったく示さず,しかも学習会IgJl川を了えても米

だLii駅でLSを充分に形成できず, したがって有効JJ'帽

の転移が映証できなかった｡しかるに完全分2-Tl脳の被玖

附t,明確なu を形成し,学習眼にくらべ転移限の有

効ノj蛸iLi起串が有意に向上し,u 経駅の差にもかかわ

らずi.l珊引‖】に迄がなくなったO

指 輪

成約例から明らかなように,前脳交連線維切離後でも

LSのTLT･JEulE日'J.転移が起こり得るので,皮質下転移の可惰

性がますます糊大した｡

I)虫伏杓子 (nJF<研)との兆同研究｡

霊長mtこおける上顎骨の成長抑制に関する実

験的研究2)

f川雌 ':1'=而 (jlt北大 ･佃)

はじめに

上TrH'Z.の成l之に及ぼす外プ)の形好む知るための-T･仰l')i
欧として,昭和17J'F･皮はリ王統に位川するサル (M.('T〝S)

3WLの6カ月間の上諏′汁.机骨,朗の術前の桐成-liの悦

無記録を報告した｡

観察方法

6カ月間の祝窮を終えたサルの上顎左右の約一大日陶

に金属冠をかぶせ,それに接続する顎外固定装匠を介し

て後上方に特椀的力を加えた｡力の大きさは片側75gr

-iE,力のJJ-向は校合平面に300の角皮を持ち約一大臼歯

縮択煉側1/3な通る方向である｡実験期間は12遇で頭部Ⅹ

線規格写‡●亡,唆合石膏挟型を採取した｡投影方向は前回

同校,側JJ..柑位,斜位左右前後の5方向とした.

所 見

制 式珊pk.'描 はな芯準として,金属鋲の軌跡により,上

諏骨の動きな見ると,術前6カ月間の観察と典なり実晩

期抑 トには.qU下JJ-への動きは見られず後方-変位して

いた.上TTI,円.仰こおける歯の動きを見ると,術中12週間

で抑一大日脚土上gL骨の金属鋲の後方変位以上に,後)i

位なとり.粕川性に迫心移動されていた.また,前歯で

は鵬糟什内で11;[下JJ'へ前出を続けていたが,上顎骨の後

-))優位があることから,脳頭蓋に対しては.前方-の変

位成分はみられなかった｡

霊長類の安情と動作- とくに非対称性運動

の観点よ り3)

石原 志勢 (立教大 ･一般教育)

昭和46,47,'1.'･皮にひき続いて,ヒトをふくむ霊長現の

袈Ir'1･動作な紋然し,とくに手と顔を中心とした串良の

ニホソザルにつき8ミ1)映画の撮影を行なった｡現在,

それらの汽料を分析してい,る.

これまでの報告同様,意識的行動の場合には左右非対

称性迎動が観察された.平地を四足歩行する脚 こは,時

相を輿にした周期的左右対称運動を行なう｡平地なら

は,左右均衡のとれた肌性的な四肢迎動な行なうことに

よって,直線的に前進できるばかりでなく,また,劾串

がよ'い｡ところが,樹上 的｢札 JJ.tJly)などのような足J,iJ

の悪いところを移動する掛こは,つねに四Jkt'の新地位把

を確認しなければならず,そのために,非対称性迅動な

2)糠塚証紙(火北大 ･餌)との共同研究｡

3)春原志動 "左は左,右は右"｡r白然12921!7号,97

-105rf,1974年7Jl｡
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余依なくされ,同時に意識的な運動となるo霊長琉独特

の内相の対立性と樹上生活とが霊長煩の非対称性運動を

促逃し,究極的には,直立姿勢をとった人炉の自由な上

肢.とくに手の部分において極度の非対称性迅動を可能

ならしめたと考えられる｡つまり,左右の如何を問わ

ず.-側蚊位現象は人塀において確立されるものである

が,そのX･盤は霊長析時代に形成されたものである｡ヒ

トではもちろん,ニホソザルにおいても,manipulation

は左右対称にあらわれる｡

-ノJ,人桝の宗教的儀礼にあたって,情緒的な身の動

かし-Jjが柑こ変求されるが,これは例外なく左右対称的

な動作から成る｡キリスト教や仏教における合掌‡神道

における柏手,イスラム教における拝礼など,すべて左

右対称であり,日本人の日常の頭を下げる御辞儀も左右

対称である｡なお,神妙にしたサルの封 蕗も左右対称で

ある｡

下記のjJ'々 は原稿未着につき,研究題目,氏名のみを

記させていただきます｡

野生ニホソザルの群れにおける維持機構の社会行動学

3.シンポジウム ･研究会

シンポジウム Ⅰ 生殖とポピュレ

ーションー霊長類へのアプローチ

期 日;1974年3月7日～8日

会 場 ;当研究所 1階会議室

参加者 :約40名

生始生理のはじめての研究会なので,筆者をはじめ仕

官古人はどのようなバターソの研究会にするか.TL)t架を誼ね

た｡周産期iLi理に主眼を置くか,生姐の基礎的研究のみ

な主流にするかによって,おのずから浜者も形式も追っ

てくる｡fuhlJ,WHOが,今年を ｢世界人口牛｣と決め

たことだし.という訳で,｢生姥とポビュレーシ壬ソ｣

に出J主Wlへのアブp-チ,という副題をつけて,世話人

-日が納和して会の掛 ま閃かれたO

咋放火のあわただしい時期であったにもかかわらず,

その辺の枇奴が,快く訴訴参加を承諾して下さった｡一

円;の-liT'成.動物畑のほかは,訳者のほとんどがお医草さ

んであった｡If/.出省公衆術吐院の人口学部良である村松

冶氏も,もともとがお医者さんである｡本研死所も初め

て肋閃された-JJ-も多く,当研究所がアメリカ的だと賞賛

のお世辞な述べる方もあったが,これが天下の霊長研か

と.倍率の怒さ,設備の不足を指摘される方もあった.

財力とスタッフに怨まれたアメ1)カの霊長研と比較され

的研究 (設定課題1)

村松 正娘 (マカク研究会)

ニホソザルのポビュレーシきソ･ダイナミクス (設起

課題1)

増沖 は- (京大 ･BJ!)

下北半島におけるニホソザルの土地利用について (設

定課題1)

森 治 (大間小)

日本ザル幼児の attachmentbehaviorに関する火映的研

究 (設定課題4)

改見千払子 (お茶の水女子大 ･家政)

霊長天和こおける正常月経周期及び妊娠時のホルモソ動

倭 (設定課題6)

. 富永敏朗･余語郁夫 ･麻生武志

本橋 等 ･背地秀樹 ･杉地 洋

(以上,京大 ･医)

cotobzLSの歯の形態学的研究 (自由課題)

佐伯 政友 (束北大 ･歯)

霊長煩の限苗形態の比較研究 (自由課題)

茂原 侶生 (独協医大)

てはたまったものではない｡しかし,彼らの批評は大い

に私達の骨身にこたえた.黙して国情が追うから.とい

うことだけで片付けてよいものかどうか｡卯一次計田が

数年内に終ろうとするわが霊長析研究所の前途に田う胎

雲を今から取り除く努力をせねばなるまい｡

話が班道に外れたが,この研究会は盛況社に終ったo

近藤四郎氏の開会の辞にあった如く,本シソポジウム

は,生柏生理を基調とする柴田維持機桝の放初と没後の

組合わせ, という形 となった｡排卵,受払 着床とい

ラ,もっとも基本的な生命現象の機械の研究から-5it

に,perinatalなものをとび越して,ポビiL'-ツdソ

を諭ずることは一見暴挙に見えるが,ポti'ユレ-シュソ

を考えるにさいして誼要な ｢個｣と ｢北田｣の汗'Eと皿

に関する諸問題は,火は生命現象のはじまりの時に,す

でに芽はえているものである｡

実は節二日目の午枚に,ポビュレ～シtlソの択屈をJJS
め,そこを基礎生娘生理学者と人口動.fB学者との清殆な

議論の切と考えていた.その午後にこそ,本シソポジウ

ムの先約が行なわれ,今後の研兜動向の大きな原動力に

なるに違いないと考えていた｡ところが.ふたを開けて

みると,熱心に生姑の基礎研究を発表された故老の多く

のお姿が会場から消えていた｡その大半はお医者さんで

ある｡その代り,所内の若手聴講が多く人数としては巾
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